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第 5章 練習問題解答例 

 

(1) 

① この場合は分析対象、従属変数は例えば保有している場合 1、保有していない場合 0、

という離散的な値をとることになる。したがってプロビット・モデルまたはロジット・モ

デルを用いて分析を行っていきます。 

② この場合は従属変数が 0という水準で打ち切られているが、説明変数に関する情報は利

用可能なので、閲覧モデルを用いて分析を行っていきます。 

③ この場合は従属変数・説明変数のいずれに関しても打ち切りが存在している場合なので

切断分布モデルを用いて分析を行っていきます。 

 

(2) 

① この場合は、従属変数に関しての上限が存在するというケースになります。つまり合格

点以上の得点をとった受験者に関しては合格という事実が分かるのみで、実際の得点は分

らないという想定です。ただし、合格者に関しても属性データは存在するという想定です

ので、従属変数に関して打ち切りが存在するが、説明変数に関する情報は利用可能なので、

閲覧モデルを用いて分析します。ただし、この場合は今までの例とは異なり、モデルの推

定プロセスにおいて upper truncation point を指定することになります。 

② 大学教官グループに利用可能でない個人的属性が存在し、それが合格できる水準まで十

分な学習を積むかどうかという意思決定プロセスに影響を与え、かつ実際の入学試験の得

点にも影響を与えるということはそれほど無理のない想定でしょう（ただし、ここでは個

人が十分な努力をすることによって入学試験合格水準に到達できるという仮定をしていま

す。現実的ではないかもしれませんが、とりあえずこう仮定して分析をすすめてみましょ

う）。したがってこの場合にはサンプル・セレクション・モデルの適用が可能となります。

選択メカニズム方程式は、従属変数が合格、不合格という離散的な変数であり、利用可能

な個人的属性（全部あるいは一部）が説明変数であるプロビット・モデルによって定式化

されます。入試得点決定方程式では、利用可能な個人的属性（全部あるいは一部）を説明

変数として、不合格者の入試得点（合格者の場合は一定の値）を従属変数として定式化さ

れます。 

 

(3) 

Verbeek教授のサイトにあるtobacco.wf1からここでの分析に必要なデータのみを含んで

いるのが、tobacco_page237.wf1 のファイルです。このファイルを Eviews に読み込ませた

状態が下図になります。変数はそれぞれ以下のようになっています。 

Share2：タバコ支出割合 

age：0 から 4歳児の年齢 
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lnx：家計の総支出額 

nadults：家計の成人者数 

y1：タバコ支出割合が正ならば 1、そうでない場合は 0 

 

データ読み込み 

 
 

まずは、1.5 と同様にプロビット・モデルの推定を行います。以下のモデルは一つの例示

にすぎません。Tobacco.wf1 には多くの変数が含まれていますので、その他の特定化にも是

非チャレンジしてみて下さい。 

推定するモデルは。 

 

agenadultsxsharepP ri 3210 ln)02( ββββ +++=>=  

 

です。推定結果は次の図に示されています。 
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推定結果 

 

 

得られた結果は、家計の所得水準が高いほど（家計の支出額おおいほど）、幼児の年齢数

が多いほど、家計の成人者数が少ないほど、タバコへの支出割合が少なくなるということ

を示しています。 

次に閲覧回帰モデルと切断回帰モデルを推定してみましょう。2.2 と同様なプロセスによ

り、以下の推定結果が得られます。 
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閲覧回帰モデル 

 

 

切断回帰モデル 
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基本的には probit モデルと同様の推定結果が得られています。 

それでは、サンプル・セレクション・モデルを推定してみましょう。以下のようなモデ

ルを考えましょう。 

 

[選択モデル] agesharepP ri 10)02( ββ +=>=  

[回帰モデル] nadultsxshare 210 ln2 βββ ++=  

 

このモデルも例示にすぎませんが、タバコを吸うか吸わないかの意志決定には幼児の年

齢が影響し、吸う場合の支出額の決定には、所得水準、成人者数が関係し、この二つの意

志決定には我々が観察できない相関する要因があると考えているわけです。推定結果は以

下になります。 

 

推定結果 

 

 

得られた結果は我々の想定通りであり、また sigma、rho 推定結果はサンプル・セレクシ

ョンの存在を示唆しています。予想されたように、家族所得、両親の教育年数はいずれも
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子供の高校卒業確率に有意な正の影響を持つことを示唆する結果となっています。 

 


